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１．事 業 名：フッ化物応用に関する普及啓発事業 

 

２．申請者名: 松中保、池田卓也、岡本雅人、白井健雄、池元泰、入部英則、植村博俊、上田伸浩、 

       辻英男、溝上裕久、野口光生、米田勝実 

 

３．実施組織：奈良県歯科医師会母子・学校歯科保健委員会 

 

４．事業の概要：  

今回各園・学校へ直接出向し、製作した説明用ツールおよびリーフレットを用いて、保護者・ 

実施関係者にフッ化物洗口によるむし歯予防の重要性を訴えた。 

なら歯と口腔の健康フェスティバル等で、フッ化物の正しい知識伝達を行った事業である。 

 

５．事業の内容： 

半世紀にわたり、日本のむし歯予防に不足しているフッ化物の正しい知識と利用の普及を進める。 

（６園、実施関係者への説明会） 

県民に歯・口の健康づくりに対するアピールを行う為の資料を製作・配布する。 

（なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル、各地区歯科フェスティバル、たんぽぽ活動） 

 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

子どもの健康な歯の育成のため、５歳児を対象にフッ化物洗口事業を実施した。ほぼ１００％関心

を持っておられたと思います。 

乳歯時代は、このように予防対策がなされているのですが、子供の成長につれて口腔衛生管理が行

き届かなくなり、う蝕を発症する子供が増加してくると思われる。生涯を通してう蝕予防をアピールす

る事が大事である。 


